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第 10 回香川・高知両県知事会議 

　　　　　　　　　　　　　　　　　開催日：令和８年４月 28日（火）16:00～17:15 

開催場所：ＪＲホテルクレメント高松３階「玉藻」 

（香川県高松市） 

 

１　開会 

○ 司会（香川県政策部長） 

ただいまから「第 10 回香川・高知両県知事会議」を開会いたします。本日、進行役

を務めさせていただきます、香川県政策部長の尾崎でございます。よろしくお願いいた

します。 

開会にあたりまして、開催県の池田知事からご挨拶申し上げます。 

 

 

２　開会挨拶（香川県知事） 

○ 池田知事 

濵田知事には、大変ご多用の中、香川県にお越しをいただきまして、誠にありがとう

ございます。また、高知県の幹部の皆さんにも、香川の方にお越しをいただきまして、

感謝申し上げます。 

今年１月に「人口戦略フォーラムｉｎこうち」の方へお招きをいただきまして、あり

がとうございました。今日も話題になりますが、人口減少にどう向き合っていくかとい

う、そういう議論が行われまして、大変有意義なフォーラムでございました。 

今日はこの会議に先立ちまして、濵田知事、また高知県の皆さんには、イサム・ノグ

チ庭園美術館をご覧いただきましてありがとうございました。この美術館は、平成 11

年の開設ですから、もう 27 年目ということだと思いますけれども、今日見ていただい

たとおり、イサム・ノグチさんの残したアトリエでもあり、そこに作品、未完成のもの

もありますけど、彫刻や庭園、そして住居、こういったものがご覧いただけたと思いま

す。 

そういったものを通じて、また、香川の瀬戸内海に面した自然の魅力も発信をしてい

ただいているのかなということで、大変、このイサム・ノグチ庭園美術館が香川の一つ

の財産として、ありがたく感じております。ぜひ濵田知事には、イサム・ノグチ庭園美

術館についても、また高知の方でも、知事の口から発信をしていただければ幸いに存じ

ます。 

今日は、これから意見交換をしたいと思いますけれども、先ほど申しました人口減少

にどう立ち向かっていくか、また災害への備え、そして観光振興、それぞれ両県で取り

組んでおり、同じ共通の課題ではないかと思いますし、いろんな連携もする必要がある

のではないかと思います。ぜひ、よろしくお願いをいたします。 
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香川県と高知県は、非常に地理的にも歴史的にも、大変昔から深い縁がある両県だと

感じております。そういう意味において、これからさらにいろいろな連携の可能性が、

まだまだたくさんあるというふうに思います。 

今日、このような形で、いろいろな分野の意見交換をする中で、新しい連携のきっか

けになるような、また、一歩になるような、そういったものが出てくれば、非常に意義

があるものになると思いますので、限られた時間ではありますけれども、ぜひ建設的な

意見交換ができればと思います。どうぞよろしくお願いをいたします。ありがとうござ

います。 

 

○ 司会（香川県政策部長） 

ありがとうございます。続きまして、高知県の濵田知事からご挨拶をお願いいたしま

す。 

 

○ 濵田知事 

それでは、着座にて失礼いたします。本日は第 10 回目となります「香川・高知両県

知事会議」ということでございまして、池田知事を初めといたしまして、香川県の皆様

方にはご準備をいただきまして、またご歓待いただき、本当にありがとうございます。 

池田知事には、先ほどお話にございました、今年１月には本県で開催いたしました「人

口戦略フォーラム」にわざわざご来県をいただきまして、パネルディスカッションを厚

みのあるものにしていただきまして、本当にありがとうございました。 

また本日は、先ほど、イサム・ノグチ庭園美術館の視察の機会をいただきました。お

話にあったとおり、私も大変感銘を受けまして、屋島であったり、五剣山であったり、

周辺の景色を借景として、地域全体を庭にしたような庭園の美術館ということで、この

イサム・ノグチ先生のご崇高な芸術精神、また、そのアトリエの当時のままの雰囲気を

感じることができまして、しばし別世界に浸ったというような感じでございますし、そ

の周辺を参りましたときに改めて思いましたけれども、この地域が豊かな石材に恵まれ

ているところだということも改めて感じまして、香川県のお持ちの文化的な背景といい

ますか、その素材も含めたところの底力といいますか、文化の分厚さといいますか、そ

ういったものに圧倒された思いでございまして、この点はまた私も高知に帰りまして、

いろいろな折に紹介をさせていただきましたり、また高知県も、今いろんな植物園、美

術館、動物園、そういった県立の施設につきましても、高付加価値型にしていこうと県

内の民間の事業者の皆様方に呼びかけているところなので、県立のそういった施設も、

もう少し高い料金を払っても、より高度な質の高いサービスを提供できるというような

体制にチャレンジをしていこうということを呼びかけているところでございますので、

その一つの私はお手本を拝見させていただいたような思いでございまして、そういった

意味でも、イサム・ノグチ庭園美術館の取組みなども紹介をさせていただいて、本県も

お手本とさせていただいて、より質の高いサービスを提供できるような施設に、本県も
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チャレンジをしていきたいというふうに思っております。 

本日は、両県に共通いたします、南海トラフ地震対策ですとか、人口減少の問題など

につきまして、意見交換をさせていただき、また、国に対して力を合わせて、訴えかけ

ていくべきものについては、そうした点も含めて意見交換をさせていただければという

ふうに思います。また、今お話にございましたように、特にインバウンドの観光などを

見ましたときに、いろいろな国内と海外との交流であったり、海外への物産の売り込み

であったり、経済活動の単位が国外というところに広がっていくというような状況を見

ましただけでも、やはり今までの県のエリアだけでの取組みでは限界があって、やはり

隣県、そして四国、さらに中四国、西日本、そういったような連携を、いろんな形で取

っていって新しい分野にチャレンジしていくということも非常に大事じゃないかとい

う思いでございまして、そうしたパートナーとして、香川県と高知県がいろんなところ

で、また、新しい連携、提携の取組みができるんじゃないかという、先ほどの池田知事

のご発言は大変心強く、また私も大変同感でございまして、そういった観点からも、本

日の両県の会議が一つのきっかけになっていけばありがたいなと思います。よろしくお

願いいたします。 

 

○ 司会（香川県政策部長） 

ありがとうございました。それではこれより、意見交換に入らせていただきます。 

なお、本日の日程といたしましては、17 時まで意見交換及び両県ＰＲの時間とした

いと考えております。その後、17 時 15 分まで、共同記者会見の時間を設ける予定とし

ておりますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

それでは、この後は開催県の池田知事の進行により、意見交換をお願いいたします。 

 

 

３　意見交換 

（１）南海トラフ地震等の災害に強い地域づくりに向けて 

○ 池田知事 

それでは早速、始めたいと思います。まずは、「南海トラフ地震等の災害に強い地域

づくり」というテーマで意見交換をしたいと思います。私の方から、まず発言をさせて

いただきまして、そのあと、濵田知事からの発言をお願いしたいと思います。 

私からは大きくは２点でありまして、まず１点目は、必要な財源確保の観点ですけれ

ども、この南海トラフ地震を含め、大変、激甚化してる災害への備え、これに非常に今、

役に立っているのが国土強靱化の予算であると思います。この予算が枠としてできてか

ら、いろいろな防災対策、河川の浚渫であったり、今までできなかったようなことが進

んできた経過があり、防災力の強化に繋がっております。 

これは政府の計画、予算取りでございましたけれども、昨年６月に法定計画として、

初めての「国土強靱化実施中期計画」が閣議決定された。これは非常に大きいこと、意
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義があることだと思います。その中で、この令和８年度からの５年間で 20兆円強程度

を目途に事業規模を考えるということが、法定の計画の中に入ったということでござい

まして、これは５年で割りますと４兆円強ということになるわけですけれども、この初

年度については、令和７年度の補正予算ということになるかと思いますが、国の国土強

靱化予算を見てみますと、令和７年度の補正は約 3.1 兆円余りということで、先ほどの

額に届いていない、民間の投資を入れても、やはりちょっと届いていない。20 兆円強と

いう、20兆円を超えるという計画と比べて、不十分ではないかなと思っております。 

これはぜひ、次の今年度の補正なのか来年度の当初か、この辺はこれからの問題です

けれども、２か年目については、今年度の１回目を上回る予算になるように、こういっ

た予算の規模については、粘り強く何度も何度も言い続けることが大切ですので、また

４県でも一緒にと思っていますけれども、ぜひ濵田知事の方ともまた連携して、国の方

にしっかりと声を届けていきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

それから２点目は、万一起こったときに、やはり災害関連死というのは非常に心配さ

れているわけで、能登半島でも亡くなられた方の大半が災害関連死だと。災害関連死を

防ぐというのは避難所の生活環境の改善がいるということで、パーテーションでしたり、

トイレの問題でしたり、まだまだ準備が十分とは言えない中で、国の「防災力強化総合

交付金」が今年度から新設をされておりますけれども、１つはその対象になっているも

のが、ややちょっとまだ制約があって、例えば一番、今、香川県でも課題になっている

パーテーションとか、そういったものを、ではどこに置いとくかという、いわゆる備蓄

倉庫、こういうものが、交付金の対象としては制約がある状態になっているので、もう

少し「防災力強化総合交付金」において、避難所の環境整備にもっともっと使いやすく

なるような、要件緩和、そして、それ自身の拡充が要ると思いますので、その辺はまた

一緒に要望をいただけないかなということで、ご提案でございます。私からは以上です。

よろしくお願いいたします。 

 

○ 濵田知事 

ありがとうございます。今、国土強靱化に関連して池田知事から２点、ご提案がござ

いまして、全く同感でございまして、ぜひ一緒になって働きかけを国にしたいと思いま

す。 

南海トラフ地震によります、国の被害想定も更新をされまして、本県もそれを踏まえ

た独自の想定を３月に発表いたしましたけれども、建物の全壊戸数であったり、負傷者

数が、前回の想定をまた大幅に増えるというようなことで、大変厳しい状況でございま

して、特にこの南海トラフ地震というのを考えた場合に、次の地震が来る前に、このイ

ンフラの整備を加速したいということで、頑張って参っているところでございます。 

そうした中で、今、池田知事からお話ありましたように、「国土強靱化実施中期計画」、

新しい５か年の計画が、総額 20 兆円強程度という事業規模も示されておりまして、あ

る意味、少し安心をしていたところでありますが、これがやや今年度、新年度の予算を
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見た場合に、お話でご指摘がありましたように、５か年の初年度の規模としては、前の

５か年加速化対策よりもむしろ小さくなっているんじゃないかとか、今年、令和８年度

の国の予算、あるいはそれを受けての高知県の予算の状況を見ましても、なかなか本来、

物価上昇分等をカバーして加速をするというところまで、予算の規模が及んでないんじ

ゃないかと。何とか国の予算の規模も、物価上昇分のカバーをできるのがぎりぎりぐら

いの、前年比でですね、という規模にとどまっているんじゃないかというような感じを、

私どもも持っていまして、そうした意味でも実質的に加速を図っていくというところに

は、まだ一歩も二歩も、より踏み込んだ措置を来年度、国の方で講じていただかないと

いけないと思っておりますし、また高市内閣も、特に来年度の予算に向けては、今まで

補正予算で組んでおっても、必要なものは当初で組むというような方針も出されている

ようでございますから、そういった意味で新しい要素もございますので、ぜひこれは香

川県と一緒になりまして、国の方でしっかりと、事業量の確保、来年度の予算、また今

年の補正も含めてかもしれませんが、確保いただくということについて、働きかけを一

緒になってさせていただければと思います。 

もう１つは、「防災力強化総合交付金」の避難所の環境整備への対応ということでご

ざいまして、ここ２年ほど地方創生であったり、あるいは「地域未来交付金」であった

りというところの補正予算の措置の一部で、こうした防災力、避難所の環境整備の交付

金が手当てをされてきておったわけでありますが、これを我々の方としては、何とか当

初予算で恒久的な措置としてやってもらいたいということで申し上げて参りまして、そ

うしたこともあって、今お話にあった、「防災力強化総合交付金」が創設をされて、恒

久的な手当てとなったっということは評価できるというふうに思いますが、ただ中身を

見ますと、今、池田知事からご指摘あったように、まだ使い勝手がよくないというとこ

ろが残っているというふうに思います。例えば、あまり大きな工事を伴うような施設整

備ができないとか、逆にあまりに小さ過ぎるものは補助の対象外だとか、あるいは地方

負担が伴っていて、これの分についての交付税の手当てがないとか、そういうことでせ

っかく作っていただいたんですが、今年、高知県内でも市町村での売れ行きが良くない

といいますか、これに手を挙げているところがあまり多くないというようなことも、私

は聞いておりますので、ここのところの使い勝手を良くしていただくということの改善

をぜひ、香川県と一緒になって、国の方に働きかけていきたいというふうに思っており

ますので、よろしくお願いしたいと思います。 

 

 

（２）人口減少対策について 

○ 池田知事 

ありがとうございます。それでは２つ目の「人口減少対策」でございますけれども、

このテーマについては、濵田知事から、まず発言をお願いいたします。 
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○ 濵田知事 

本県は、人口減少は全国に先駆けて進んでいるという地域でありまして、この人口減

少対策のマスタープランという位置付けで「元気な未来創造戦略」というのを２年前に

作りまして、いろんな取組みをして参っておりますが、コロナ禍からの経済の回復の中

で、都会の雇用の吸収力が逆に増えている、という局面にあるということもありまして、

若者の転出超過ですとか、出生数の減少に残念ながら歯止めが十分にかかっていない状

況であります。 

一部に明るい兆しが見え始めているというところがありますので、これを何とか確か

なものとしていくために、特に高い付加価値を生むような経済への転換を通じて、若者

の所得を向上させていくということ、そして、働き方改革を進めて仕事と家庭の両立が

できるようにしていくと。この２つを進めることで、結婚や出産の背中を押すと同時に、

都会に住む若者や女性から見ても、高知県は、ＵＩターンを考えるに足りると、こうい

うふうに思ってもらえるような環境を作りたいということで、いろんな努力をさせてい

ただいております。 

例えば、国の「重点支援交付金」なども使いまして、この経営の高付加価値化、賃上

げを支援する、かつてない規模で、あるいは自由度の高い補助の制度を作ろう、という

ふうなことを今年度試みておりますほか、全国では今までやったことがない、自治体で

は初めてになると思いますが、時間外勤務手当の割増率を時限的で、１年限定で引き上

げて、その代わりに時間外勤務の時間数は減らすという取組みを、県庁が率先してやっ

てみようということで、いろいろ考えつくことは何でもチャレンジをしようというよう

なつもりで取り組んでいるところであります。 

また、市町村とも一緒になって、今やっておりますけれども、国の方では高市内閣に

なりまして、「人口戦略本部」という司令塔組織を作っていただいたということであり

ますが、具体的な取組みは今から、ということだと思います。そうした中で、特に大都

市からの機能の地方への移転ということを、国が本気になって取り組んでいただくとい

うのが、最も大事なことではないかというふうに思っていまして、最近、経産省が提出

されたレポートによりますと、2040 年というなところを見ますと、ＡＩが普及をして

くることで、大都市部の事務職の需要は減ってくるんじゃないかと、むしろ地方におき

ます看護師とか、介護士のようなエッセンシャルワーカーの需要は、これはＡＩでは代

替できないので、こちらの方がむしろ不足をしてくるんじゃないかというような話も、

推計として出されているように聞いております。だとしますと、例えば大学の定員など

についても、高等教育の定員につきましても、事務職養成型の大都市部の大学の定員は

抑制してもいいのではないか。逆に、地方のエッセンシャルワーカーの養成課程、ある

いはリスキリングの課程などは、むしろ定員を増やして、地方に若者の流れを、大都市

から地方への流れを作っていくということを、国も考えていただく必要があるんじゃな

いかと、こんなことも考えておりまして、こういったところの政策の提言も、国に対し

てしていきたいというふうに思います。 
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また、地方財政がこういった課題についてしっかり対応していくための財源の確保も

大変重要だと思っております。今年度は、地方財政計画の中で、「地域未来基金費」と

いうような費目が新たにできまして、地方が地域の未来のための支出をできるような財

源枠を新たに作っていただきましたけれども、私としましてはぜひ、来年度以降、こう

いったものをさらに発展的に拡充をしていくという観点から、国の方は、責任ある積極

財政で、危機管理投資とか成長に向けた投資を積極的にやっていくと言われていますの

で、地方も地方の判断で、地方にとって必要な投資、未来に向けた投資ができるような

枠を、地方財政計画の中でもっと作っていただくと。過去の借金を返すということで、

財政健全化をしていくというのも必要でありますが、そればかりではなくて、地方も未

来の投資ができるような手当てを、地方財政計画なんかでも考えていく、ということを

提言していきたいと思いますし、与党の税調の大綱で方針が決まっております、来年度

の地方税源のいわゆる偏在是正も、しっかりと実施をしていただくように働きかけをし

ていきたいというふうに思っております。 

その他の子育て支援に関する経済的な支援、子育て支援の基幹的な制度については、

国が全国一律で制度化をしていくというようなこと。そして、地方自身も人口減少の中

で、持続可能な行政サービス、公共サービスが提供できるような、私どもは「スマート

シュリンク」と言っておりますが、そんな取組みをしていくと。それについては、スケ

ールメリットの追求のために、今までの市町村合併だけではなくて、例えば本県の消防

の広域化のように、機能別に規模の拡大をして、市町村が必要な行政サービスを提供で

きるように、というような改革を呼びかけておりますが、こういった取組みにも、国の

方でしっかりと支援をしていただくというようなことを、ぜひ考えていただきたいと思

っております。 

併せまして、総務省の方が「広域リージョン連携」という施策を、新たに今年度から

打ち出しておられまして、これは都道府県境を超えるような取組みを、経済団体などと

多様な連携を取って進める、というような取組みについて、国の方も財政的な支援も考

えよう、というようなことのようでございます。四国でもぜひ取り組んではどうかと思

っておりまして、今、四国４県の事務レベル、課長レベルで準備を進めてもらっている

というふうに考えておりますけども、ぜひ四国でも、例えば観光ですとか、経済の活性

化とか、こういったものについて、こういう使える制度は使うということでチャレンジ

してみたらどうかと思っておりますので、ぜひまた香川県の方でもご検討いただければ

ありがたいと思います。私の方からは、以上でございます。 

 

○ 池田知事 

ありがとうございます。いくつかのテーマがございました。まず、出生数のことにつ

いてですけれども、まだまだ子ども、出生数の減少が全国的に止まっていないというこ

とがございますが、全国的な数値でも、出生数の減少幅が少し鈍化をしてるということ

で、これをさらに進めて、早い時期に反転するというのが大事なことではないかなと思
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っております。香川県では、６年度と７年度で、出生数だけを見ると歯止めがかかった

ようなことが出てきていまして、さらに反転に向けて、進めていきたいと思っておりま

す。 

一方で、若者の流出については、なかなかこれが厳しい状況で、もう以前より 20 歳

前後の人の総数が、香川県で生まれ育った人の総数が減ってきているにもかかわらず、

都会へ行く人の数はまだ増えているという状況で、総数は減って、出ていく人が増える

ということは、残る人はもっと減るということで、30 年や 40 年ほど前の状況とは、ま

た違う局面になって、これは何とか流れを変えないと、いかにこういろんな政策をして

も、担って残る人がいないのでは立ち行かないので、いろんな手を打って、若い人には

残ってもらうというのを、今年の重要政策にしております。 

今年は、とにかく奨学金を、返済の額を大幅に、県内に就職してくれた方は企業と折

半をして、もうほぼ返さなくてもいいぐらいのレベルまで引き上げていくというような

ことも始めました。とにかく、そういうことを初めとしていろんな政策をやって、残っ

てもらうということに力を入れております。 

それから、そういった中で、国に対していくつか一緒に話をしていかなきゃいけない

ということ、私も、今、濵田知事からあったことについては、どれも同じスタンスでお

ります。１つは、お金の流れを地方の方へ持っていく。１つは税の偏在是正があると思

いますが、これもやはり、これから日本全体で、地方が力を発揮する部分というのは、

農業も然りですし、製造業とか、そういう大きい意味でのものづくりという意味では、

都会ではそんなものはできませんので、地方でそこを頑張っていかなきゃいけない。そ

のために、その国の税金、国全体の税収入にしても、もっともっと地方に手厚く流れる

ようにして、地方の力をつけて、全国的な生産力を上げていくという、そういう政策を

する。そのための税の偏在是正というような、そういうようなこともやっぱり言ってい

く必要があるかなというふうに考えております。 

それから２つ目は、いわゆる子育て政策をさらに前へ進める上で、今、自治体の別に

やっている、香川県では医療費の高校までの無償化というのがあるんですけど、これも

医療とか教育の部分は、やっぱり全国一律でやっていっていただく話だと思うので、さ

らに全国一律の制度の拡充を、一緒にまとめていきたいと思います。 

それから、３つ目に、これは要望というよりは、国の政策の「広域リージョン連携」

についてのお話がございました。これは本当に四国４県で取り組んでいくことが、これ

からはもう不可欠、これまで以上に重要になってくると思います。まず観光についても、

やはり四国の周遊というのは重要になってくるし、四国は非常にコンパクトな島ですの

で、４県合わせて考えていける。移動するにしても、そういうコンパクト感、これを生

かして一体感をさらに強めていくという。そのために、こういう新しい制度をうまく使

って、連携を強化するということについては、ぜひ進めていきたいと思いますので、全

く賛同でございます。どうぞよろしくお願いをいたします。 
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（３）四国地方の高速交通ネットワークの整備促進について 

○ 池田知事 

それから、では次の「四国地方の高速交通ネットワーク整備の促進」について、これ

は濵田知事からお願いします。 

 

○ 濵田知事 

ありがとうございます。特に、四国の８の字ネットワーク高速道路網の整備は、安全

安心、そして地域経済の活性化、両面で必要不可欠だと思っておりまして、これも着実

に進めていただいておるということに関しまして、国、関係機関のご努力には敬意を表

したいと思っています。 

特に、最近昨年３月には、高知東部自動車道の高知龍馬空港と香南のいち間も開通し

まして、県の東部がいわゆるミッシングリンクが解消されたと。まだ先の方は、もっと

頑張らないといけないということでありますが、時間、距離以上にも、感覚的な距離が、

県東部と中央部も非常に近くなったということで、これは県民の皆さんも整備の効果を

実感をしていただいております。 

そうは言いましても、全体の８の字ネットワークの県内の整備率は 63％ということ

でございますので、先ほど話題になりました国土強靱化予算などを含めた、国そして県

のこのインフラ整備の予算の少なくとも物価の上昇分以上で、この目減りをしないよう

に確保していくということが必要だと思っておりますし、特に南海トラフ地震というの

が、昭和の南海地震から今年 80 年経ちまして、大体過去を見ますと 100 年前後に１回

の周期で、最近は起きていると。90 年から 150 年に１回ぐらいの周期で起きてるとい

うことを考えますと、南海トラフ地震はいつ起きてもおかしくないわけでありまして、

それに何とか間に合うように、この８の字ネットワークの開通をできるだけ早く持って

いくということが大事だと思っておりまして、この点は、池田知事は道路行政のプロで

ございますので、またいろんなお知恵、ご助言を頂戴しながら取り組んで参りたいと思

いますので、よろしくお願いしたいと思います。 

それから４県の知事の間で、昨年、特に暫定２車線などの高速道路区間で、最近事故

が頻発していると。この安全対策を、ということが、共同で宣言が行われましたけども、

この点につきましても、国の方でも、また新しいタイプの区画柵の設置をすることを試

行するというような取組みもしていただいておりますが、こういった取組みを含めて、

安全対策を、ぜひ強化していく必要があるというふうに思っております。 

私自身も、全国高速道路建設協議会の副会長という役を仰せつかっておりますので、

全国の高速道路網の必要性をさらに強く訴えて参りたいと思いますので、ぜひ、いろん

な形でご助言、またお力添えいただければと思います。よろしくお願いいたします。 

 

○ 池田知事 
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ありがとうございます。高速道路ネットワーク、全国でもう９割ぐらいの整備率にな

ってきていると思いますけれども、四国はまだ 77％という、高知においては 63％と、

まだ十分な状況ではないというふうに認識をしております。 

先ほどの広域リージョンの構想の関係ももちろんありますし、四国がコンパクトを活

かすという意味で、この高速道路が８の字で繋がるということは、活かすための不可欠

なものであると思います。これは高知の整備も、高知のためということだけではなくて、

四国全体の効果が及びますので、やっと事業化についてはできたということで、私もほ

っとしているところがあるんですけれども、ぜひこれを早期完成に向けて、いろいろな、

先ほどの広域リージョン構想の中の位置付けをするとか、いろいろなことがあると思い

ますので、これは４県そろっての整備促進に力を尽くしていきたいと思っております。 

同様に、この２車線区間の安全対策、これは、高知の２車線区間、香川の県民も通り

ますし、非常に危ない状況で、もう一旦事故が起こると、死に繋がるような事故になり

ますので、全体として安全対策が早く進むように、一緒に取り組んでいきたいと思いま

す。 

 

 

（４）四国における鉄道ネットワークの維持と四国の新幹線の早期実現について 

○ 池田知事 

それでは次ですが、今度は「四国における鉄道ネットワークの維持と四国の新幹線の

早期実現」につきまして、これは私の方から、まず発言をさせていただきます。 

四国の在来線のネットワークでありますけれども、まだまだ厳しい状況は続いており

ますが、先般もＪＲ四国の社長さんとも意見交換をしましたけれども、今後、2030 年に

向けて自立していけるようにやっていきたい、というお話がありました。非常に心強い

話であるというふうに感じました。ぜひ、この四国の今の在来線ネットワークが、今後

とも維持していけるように、ＪＲ四国のこれからのさらなる、いろんなご努力を期待す

るところだし、願うところですし、公共的な意味合いの多い鉄道ですので、できる限り

の公共支援というのは、国が基本的にはやってもらう必要がありますけれども、いろん

な場面での自治体の支援ということもあるのかなと思っております。 

その１つは、駅周辺の整備みたいなところで、もっともっとそういったものに、ＪＲ

本体、ＪＲ自身も投資をしていただくように、再三依頼をしておりますが、全部やると

いうのもなかなか難しい面もあるとしたときに、香川の中でも、幾つかの駅のトイレを、

自治体や県も幾らか投資をして、直していくというようなこともしております。そうい

った、一緒になって設備の更新をしていかないと、だんだんそういう利用者が離れるこ

とにもなるので、ここは引き続き、ＪＲにももう少し投資を促していきたいと思います

し、それを後押しする自治体の投資も、引き続き考えていきたいと思います。 

それから、四国の新幹線については、次を考えるときに、今の北海道や北陸の次を考

えるときにも、四国が次の一番手になることは絶対不可欠でありますし、そのためには
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もうスタートしないといけません。ルートや、駅の配置、在来線の扱いなど、まだこれ

から決めるわけで、時間がかかることになりますので、早く法定調査に入り、整備計画

路線に向けて動かないといけないのに、スタートが切れていないというのは、非常にや

きもきした気持ちでおります。ようやく基本計画路線のケーススタディをしていくとい

うことが、国の方針でも示されましたので、それをぜひ、四国の新幹線を対象にケース

スタディを実施してもらって、法定調査に繋げる。ケーススタディを予習として、法定

調査になったときには、実は法定調査の１年目、２年目は終わっているぐらいの、そう

いう調査にしていただくように、国のほうには強く要望していきたいと思っております。

ぜひ、一緒になって強い要請をお願いしたいと思います。濵田知事、お願いします。 

 

○ 濵田知事 

ありがとうございます。まず四国の鉄道のネットワークの維持についてでありますけ

ども、今、池田知事からお話にありましたように、ＪＲ四国におきましても、経営の健

全化ということで、いろいろご努力いただいておりますけども、もともと国鉄改革をさ

れた時点に立ち戻って考えますと、ＪＲ四国というのは、新幹線とか黒字路線がなくて

構造的に赤字なところを、国の財政的な支援の中で何とか継続的な経営を図っていこう

という体制で、スタートをしてるということでありますので、他の本島のＪＲ各社とは、

大分環境が違うということは、前提として忘れてはいけないということだと思います。 

そういう意味で、ＪＲ四国におかれましては、ホテル関係ですとか商業施設の整備と

か、関連の事業なども鋭意展開をしていただくというところも含めて、ご努力いただい

てるわけでありますが、最終的なこのＪＲ四国の路線の維持ということは、財源も含め

て、国が最終的な責任を持って、しっかり担保していただきたいというのが、１つとし

ての意見でございます。 

そうした中で、今、池田知事の方から、例えば駅舎とかトイレの整備についての役割

分担の話もございました。これはある意味、地元自治体も見るに見かねて、整備をして

いるというところが正直あると思いますけれども、本来的には、利用者の方の利便性向

上施設ということでありますので、ＪＲ四国がしっかり責任を果たしていただくという

ことが、本筋の話だろうというふうに思いますので、そういった観点から私どもも足並

みを揃えて、ＪＲ四国に対して意見を申し上げていきたいというふうに思います。 

特に、また公共交通は、バスも含めて、運転士さんなどの人材確保が今一番大事な状

況になっていると思っています。そうした意味で、我々も努力をいたしますけども、特

に鉄道ネットワークの維持のための人材確保については、国の方も、しっかりとこの人

材確保策の支援ということに取り組んでいただきたいなというふうに思いますし、こう

いった、国の方で積極的に関与していただく、後押しをしていただくということに関し

ては、ぜひ４県一緒になって、タイミングを捉えて申し入れをしていきたいというふう

に思っております。 

それから新幹線の早期の整備については、ただ今池田知事からお話があったとおりで
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ありまして、池田知事には国交省との間の橋渡し的なところも含めまして、大変ご尽力

いただいておりましてありがとうございます。今年になりまして、全国の基本計画路線

の関係の地域も、まとまって早期の着工を目指していこうということになっているとい

うのは、大変機運が盛り上がってきているということだと思います。ぜひ、今年の骨太

の方針などにも、大きな基本計画路線の早期の着手に向けての踏み込んだ方針が、明記

をされるように、我々としても働きかけをしていきたいと思いますし、今お話にありま

したように、本年度予算では、基本計画路線のケーススタディの予算もついているとい

うことでございますので、ぜひ、今、新幹線が唯一、空白地帯にあります四国のブロッ

クで、このケーススタディを実施していただくということも一緒になって働きかけてい

ただきまして、これも私、南海トラフの関係では、南海トラフ地震が発生するまでに何

とか、この四国山地を貫くような、瀬戸内側と太平洋側を貫く新幹線の路線ができると

いうのが、悲願と思っておりますので、これが達成できるようにぜひ、一緒になって取

組みができればと思っております。よろしくお願いいたします。 

 

 

（５）外国人観光客の香川・高知周遊促進について 

○ 池田知事 

　ありがとうございます。では次のテーマに移ります。「外国人観光客の香川・高知周

遊促進」について、これは濵田知事の方からご発言をお願いします。 

 

○ 濵田知事 

まず、これまで香川県と本県が一緒になりまして、例えば、台湾での商談会ですとか、

香港向けのプロモーション、こういった取組みを一緒になってしていただきまして、成

果を上げてきているということについて、御礼を申し上げたいと思います。 

そして、高松空港の国際線が、韓国、台湾、香港などを結ぶ形で、この利用状況も大

変好調と伺っておりまして、そうした効果もあって、本県に足を運んでもらう外国人の

観光客も順調に増えているということは、御礼申し上げたいと思います。 

今、高知龍馬空港については、台湾からの定期チャーター便が週２便で運行しており

まして、搭乗率も平均で９割を超えて、好調で推移をしております。こちらも空港の方

も、遅まきながらでありますが、来年の春には、新国際ターミナルビルが運用開始を予

定しておりまして、今後のこの台湾便の定期便化、また新たなチャーター便の誘致、こ

うしたところに鋭意取り組みたいというふうに思っております。 

特に今後は、個人旅行者向けの誘客の取組みを強化したいというふうに思っていると

ころでありまして、台湾線におきましては、この四国の中を、例えば金比羅宮とか、栗

林公園なども含めて、高知だけでなくて周遊をしていくというコースが最も人気が高い

ということでございますので、空港を起点として両県の周遊ツアーの造成でありますと

か、お互いの魅力的なポイントを紹介していくといったような形での連携を、今まで以
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上にお願いできればというふうに思いますし、官民連携という観点からも、引き続き、

両県で連携ができればというふうに思っております。 

そうした形で、先ほど来お話にありますように、四国はおそらく外国から見れば、非

常にコンパクトなエリアだということだと思いますので、ぜひセットでセールスをして

いくということが有効だと思いますので、これは今まで以上に、またお力添えをいただ

ければというふうに思っております。 

 

○ 池田知事 

ありがとうございます。高松空港に降り立った台湾からのお客様、香港からのお客様、

台湾の場合は 15％ぐらい、香港の方も 10％ぐらいは高知県を訪問されているというこ

とで、もうすでにそういった周遊の実績がありますけれども、もっともっと、今の距離

感を考えると、香川、高知の距離を考えると、もっと周遊ができる、そういう関係にあ

ると思います。 

いかにそういったことを広めていくかということについては、１つは、そういう周遊

の旅行商品をたくさん造成するということで、今後、香川県の旅行会社にも、さらに働

きかけていきたいと思います。それともう１つは、その海外の在住者に向けて、四国全

体をＰＲしていくために、インフルエンサーを使ったＳＮＳでの発信なども、さらに四

国４県で進めていきたいと思います。 

昨年、４県知事が集まって、高松、ちょうどこの場所だったんですけれども、その４

県での観光振興をさらにもう一段上げてやっていこうということに合意をしたかと思

います。今年の６月に、また四国知事会議、今度は鳴門ですかね、ありますけれど、そ

の際には、キャッチフレーズとかロゴも発表するということにもなっていますし、先ほ

どの広域ツーリズムとのことも絡んでくるんじゃないかと思いますし、ぜひ、４県の連

携をこれまで以上に強めて、もう一段上げて、海外にも同じパッケージの情報として出

していく、旅行商品もそういうものをさらに増やす、これをぜひ、今年度、進めていき

たいと思っております。ぜひ一緒に、よろしくお願いいたします。 

 

 

（６）プロスポーツを核とした相互誘客の促進について 

○ 池田知事 

　それでは、次に、「プロスポーツを核とした相互誘客の促進」について、これは濵田

知事からお願いいたします。 

 

○ 濵田知事 

ありがとうございます。本県では、遅まきながらでございますけども、昨年の２月に

高知ユナイテッドＳＣがＪリーグ、Ｊ３参入を果たしまして、やっと四国４県の中で、

高知県が最後になりましたが、Ｊリーグへの参加ができまして、大変な賑わいの創出、



14 

あるいはＪリーグならではだと思いますが、県外からのサポーターの観戦者の来場、こ

ういったことで、大きな経済効果を我々としても実感をしております。 

本年は、明治安田Ｊ２・Ｊ３百年構想リーグが特別大会として行われておりまして、

四国内のＪ２、Ｊ３のクラブが初めて１つのリーグで戦うという環境が今、整っている

ということであります。そうした中で、今特別企画として、「四国サッカー遍路」が立

ち上げられまして、四国の５クラブが垣根を越えて連携しようということで、例えば各

県の特産品が当たるような特典をお付けするというような、お楽しみ企画もいたしまし

て、対戦だけではなくて、この四国４県５チームが、交流とか巡り合い、こういったも

のも楽しんでいけるような工夫がされているというふうに承知をしております。令和８

年度のシーズンにつきましても、こうした特産品の提供、観光ＰＲなども実施をしまし

て、この高知県、香川県、両県の間でも、「土讃戦」というふうな名前を付けておりま

すが、高知ユナイテッド対カマタマーレ讃岐の対戦、これを昨シーズン以上に盛り上げ

たいということで、企画を一緒になって検討させていただければというふうに思ってい

ます。 

それから、野球の四国アイランドリーグにつきましても、観戦者が徐々にコロナ禍前

の水準に戻ってきてはいますけれども、客層としてはリピーターの方々が中心であって、

やはり新しい客層を開拓していくというところが課題かなというふうに思っておりま

す。今後は、この四国アイランドリーグにおきましても、香川オリーブガイナーズと連

携をいたしまして、お互いのホーム戦でブースを設けて、地域の産品の提供とか観光Ｐ

Ｒを実施するといったような形で、相互の誘客というのを強めていければというふうに

思っております。よろしくお願いしたいと思います。 

 

○ 池田知事 

ありがとうございます。まず、サッカーですけれども、私も「土讃戦」を香川県の丸

亀競技場でも拝見、観戦しました。高知からもたくさんの方がお出ででありましたし、

おっしゃるように、もっともっとこのいろんな工夫によって、相互乗り入れといいます

か、お客様が相互に行き来するようなことはできるんじゃないかなというふうに感じて

おります。ポケモンのキャラクターを使ったり、ということも今までも効果が上がって

いるようですので、ぜひ具体的にこの「土讃戦」を盛り上げるための仕組みを、企画を

進めて参りたいと思います。 

野球についても、四国は非常にどの県も野球熱心な県ですので、もうひと工夫、ふた

工夫をしていけば、相互に観客も行き来するんじゃないかなと思います。やはり子ども

さんの関係するイベントとかそういうものを、たくさん取り入れながらやるというよう

なことがあるかなと思います。 

いろんなイベントをやって、やっぱりアンパンマンショーがあったら、まずは子ども

さんがたくさん来ているとか、そういうのはいつもありますので、その辺にターゲット

を当てたものもあるのではないかなと思いますので、ぜひ１つでも多く実現していきた
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いと思います。よろしくお願いいたします。 

 

 

４　ＰＲ項目 

○ 池田知事 

それでは、意見交換については以上でございます。そして、これから両県からＰＲの

時間を１、２分ずつ取りたいと思います。 

 

県立アリーナを活用した夜型観光について 

○ 池田知事 

まず私の方からですけれども、この建物のすぐ裏側、海側に濵田知事にも一度、去年

の４県知事の時に見ていただきました、アリーナ。これが、期待以上に集客力を発揮し

ていまして、たくさんの方に来ていただいており喜んでいます。そして、それをさらに

生かすという意味で、夜型の観光コンテンツを考えて、１つはプロジェクションマッピ

ングという、建物に光を当ててそこに映像とかそういうものを見てもらうということで、

これもアリーナの曲面状の屋根に当てて、見てもらって、大変多くの方に３日間で３万

人とか、多いときは５万人とか、３日間でトータルでですけれど来ていただいています。 

また、去年の年末にクリスマスマーケットという、これも非常に多くの方に来ていた

だきまして、これは２週間ぐらいでしたけど 45 万人ぐらい来ていただいて、非常に盛

り上がりました。駅に非常に近い、高松駅から３分とかそんなエリアですので、ぜひま

た高知の方にも来ていただければ嬉しいなと思いますし、昼間はイサム・ノグチで、夜

はプロジェクションマッピングなり、クリスマスマーケットで楽しんで帰っていただく

ようなこともあると思いますので、ぜひまたＰＲしたいと思いますのでよろしくお願い

いたします。 

 

 

よさこい高知文化祭２０２６の開催について 

○ 濵田知事 

ありがとうございます。アリーナ、大変すばらしい施設が香川県で、作られて、我々

も今、県民体育館が老朽化しておりますので、再整備の計画づくりをしておりますが、

ぜひアリーナ機能も持たせて、香川県ほど立派なものは中々できないかもしれませんが、

いろいろ勉強をさせていただきたいと思いますので、ご教示をいただければと思います。 

本県のＰＲについてですが、特に１点、今年は秋にいわゆる国民文化祭、「よさこい

高知文化祭 2026」が高知県で開催されます。10 月 25 日から 12 月６日にかけましてで

ございまして、高知県では初めての開催ということになります。観光のキャンペーンで

あります「どっぷり高知旅キャンペーン」と連動させまして、例えば高知城でのこの期

間でのよさこいの鳴子踊りの演舞でありますとか、夜間の高知城の開放とか、こういっ



16 

た様々なプログラムを予定しておりますし、県内の全 34 市町村におきまして、関連の

行事 250 のイベントを開催する予定です。総参加者数 100 万人を目標に、官民一体とな

って盛り上げていきたいと思っておりますので、ぜひ香川県の皆様にもお出でいただけ

ればというふうに思います。 

それから先日、本県の土佐清水市出身のジョン万次郎を主人公といたしました、ＮＨ

Ｋの大河ドラマ「ジョン万」が、再来年の１月から放送されるということが決定をされ

たということが公表されております。これにつきましても、いろんな観光を含めました

情報発信をしていきたいというふうに思っておりますので、これにつきましても、また

高知にお出でいただく機会となればと思っておりますので、香川県の皆様にもご注目い

ただければと思います。どうもありがとうございます。よろしくお願いいたします。 

 

○ 池田知事 

ありがとうございます。よさこいの文化祭は、また県内でもＰＲしたいと思います。

よさこいは本当に人気があって、先日も、この周辺でよさこいのイベントやったら、大

変な賑わいで、また香川でも踊り連に来てもらってやっていただければ大変嬉しく思い

ます。 

またドラマは、本当に嬉しい限りで、牧野さんから、やなせさんから、今度はジョン

万次郎で、次々と実現されて本当にうらやましく思いますし、だけど高知でそうやって

ＰＲが起こると、結果的に四国全体にまた人が来ることなので、非常に四国にとっても

嬉しいニュースでありますので、先ほどの周遊観光のテーマもまた頭に入れながら、考

えていきたいと思います。ありがとうございます。 

 

○ 池田知事 

それでは、予定をしていた意見交換、またＰＲの時間もすべて終了をいたしましたの

で、何か知事ありますでしょうか。特によろしいですか。 

 

○ 濵田知事 

どうも今日はありがとうございました。 

 

○ 池田知事 

ありがとうございます。それでは、進行を司会の方にお返ししたいと思います。あり

がとうございます。 

 

 

５　閉会 

○ 司会 

どうもありがとうございました。以上をもちまして、「第 10回香川・高知両県知事会
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議」を閉会としたします。 

 

 

６　共同記者会見 

○ 司会 

それでは、引き続きまして、この場で記者の方からご質問をお受けしたいと思います。

質問される記者の方は、恐れ入りますが、ご質問の際には、社名とお名前をお願いした

いと思います。どなたからでも結構ですので、挙手をお願いいたします。 

 

○ 西日本放送 沼本記者 

西日本放送 沼本と申します。お願いします。本日の会議につきまして、ご感想をお

伺いしたいのですが、濵田知事と池田知事、それぞれ今回ちょっと項目が多岐に渡るか

と思うんですが、本日の会議の振り返りといいますが、ご感想を伺えたらと思います。 

 

○ 池田知事 

まず私の方から、高知と香川、非常に隣り合わせで、距離も非常に近い関係でありま

すので、今日もそういったことを背景として、特に観光の面についての今後のさらなる

連携強化のお話があり、それは今年度から、もう１つでも多く、具体的に進めることが

多いなというのは、やっぱり、今意見交換をしながら一番感じたことでございます。 

 

○ 濵田知事 

私の方も、１つには観光面などが一番象徴的だと思いますけれども、特に海外とのや

りとり、インバウンドの誘客とか、海外への外商活動とか、そうしたことを考えた場合

に、県だけで、単県での努力というのが限界があるということ。そして、四国というの

が海外から見たら、意外と小さいといいますか、隣り合ってすぐ近く同士だというふう

に見えるんだなということも、いろんなお話し合いの中で実感をしておりまして、そう

いった連携が、いろんなところでまた深めていけるのではないかという感触を、さらに

強く思いましたのと、特に、国に対する政策提言ということでは、南海トラフ地震対策

であったり、人口減少への対応であったり、こういったところを通じまして、本当にも

う、ほぼほぼ同じようなご意見を持って臨んでいただけるということを実感しまして、

国への働きかけという点で、大変頼もしい友軍が得られるのではないかという意味で、

心強い限りという感想を持ったところであります。 

 

 

○ 司会 

そのほかございますでしょうか。 
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○ 読売新聞 福島記者 

読売新聞の福島と申します。本日、意見交換の内容をちょっとお聞かせいただいてる

中で、やはり四国という４つの県のエリア、両県知事のお話の中でもコンパクトにまと

まっているというお話がありました。その中で、ちょっと印象に残ったのは、やはり高

速ネットワークのお話で、池田知事がやっぱりその四国全体が８の字で結ばれることが、

地域全体、四国エリアという中で、大きなメリットを生むというお話だったんですけれ

ども、県によって整備率の差があったり、大都市圏と比べたら違いはあるとは思うんで

すけれども、今後、先ほど濵田知事は、南海トラフが起きるまでに、というような前提

条件でお話がありましたけれども、知事のお二人の中で大体、向こう何年かぐらいで、

そこの高速ネットワーク整備を実現、こじつけられたらな、というような目途といいま

すか、時系列のタイムラインみたいなものがそれぞれお持ちであれば、お聞かせいただ

きたいんですけれども。 

 

○ 池田知事 

これは私、国交省時代の本業だったんですけれども、大体、年間で 200 キロぐらい開

通してたかと思います。150 キロとか 200 キロとかですね。全国の話ですけどね。今、

高速道路ネットワークが 1万 4,000 キロを目標に、ということで 1万 2,000 キロぐらい

まではきているんですけれど、2,000 キロということですので、割り算すると、10 年と

いうことになるかと思います。そのペースで考えると、そのぐらいの時期には、もう事

業化はできていますので、事業費が入っていますので、このペースでいくと、四国は残

ったところで言えばアンカーになっていますけれど、それでもそういうそういうオーダ

ーでは繋がってくるんじゃないかなと。本当はもっと早く行かなきゃいけないんですけ

ど、実際にはそのぐらいのスケジュール感かなというふうには思っています。 

 

○ 濵田知事 

これは、もう専門家の池田知事のご発言に付け加えることはありませんけれども、高

知県は、今お話ありましたように、全線事業化というところまでは行けておりますけれ

ども、そういう意味で四国全体を見ましたときに、事業化まではまだ徳島の南部が行っ

ておりません。高知県でも東部の市町村は、やはり徳島の方が徳島周りで関西に行ける

というルートができることの意味が非常に大きいので、そこは是非とも早くという気持

ちをやっぱり持っていますので、四国一丸となって、オーダーとしては 10 年とか 20

年、南海トラフを考えても、そのぐらいで行かないと、合格点は出ないんだと思います

ので、そういったタイムスパン感で達成ができるように、一生懸命頑張って参りたいと

思います。 

 

 

○ 高知新聞社 村上記者 
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高知新聞の村上といいます。濵田知事にお伺いしたいんですけれど、「人口減少対策」

のところで、「広域リージョン連携」のことをご説明されたと思うんですけど、その連

携と人口減少が、どうこう繋がるのかというのを、もう少し具体的に教えていただけれ

ばと思います。 

 

○ 濵田知事 

「広域リージョン連携」のところですね。これは、やっぱり人口減少の対策として、

あらゆる経済の活性化策をやっていくということが、結局、それが稼げる産業を作って

いき、またそれが若者の所得向上に繋がっていくという文脈で考えましたときに、やは

り高知県の場合は、大都市から離れておって、製造業などの地力が弱い。これはこれで

頑張らなければいけないのですけれども、即効性がある対策としては、やはり観光であ

ったり、製造業でも食品などを中心とした、いわゆる地産外商の努力ということだと思

います。そうした努力を、高知県だけということではなくて、四国全体で連携をして、

より広域で取り組んでいくということが、高知県の経済の活性化という意味でも、非常

に大きな意味があるんじゃないかと。そういう観点から、人口減少問題の対策の中の１

つと、経済の活性化を通じて、若者の吸引力を増していくというところに繋げていくと

いう観点からの位置付けをしたいという思いであります。 

 

○ 高知新聞社 村上記者 

四国全体で経済を活性化して、その中で高知県も、熊本とか定住できるような経済力、

経済活性化をしていくという理解でよろしいでしょうか。 

 

○ 濵田知事 

そこは、四国全体が伸びていくという中で、高知県も引っ張り上げてもらうという効

果は期待できるんじゃないかということであります。 

 

 

○ 司会 

そのほかはいかがでしょうか。 

 

○ 朝日新聞 和田記者 

朝日新聞の和田と言います。濵田知事にお伺いしたいんですけども、先ほどのＰＲの

ところでもおっしゃったように、本当に高知県は、大河ドラマとか朝ドラとかの舞台に

選ばれる機会が、本当にたくさんあると思うんですけど、その誘致とかＰＲで意識して

きた点とか、成功のポイントというのは、どういうところにあるんでしょうか。 

 

○ 濵田知事 
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これは大変ラッキーだというふうに思いますけれども、今回、大河ドラマの結果にお

いて選んでいただいたということでありますけども、10 数年前から、地元では誘致運

動なんかもさせていただいたということでありますが、私自身が１つ、ＮＨＫの方々に

も評価をしていただいているんじゃないかと思うのは、あんぱんの放送をお願いしたと

きに、チーフプロデューサーをされた倉崎さんとか、川口さん、広報のプロデューサー

をされた方、非常に高知でロケなんかをやるという中で、気に入っていただいて、高知

の観光応援をしたいと言っていただいて、今年の２月に観光特使にもご両名になっても

らったりしました。 

ただ、やっぱりいろいろお話をさせていただいて、意見交換の中で感じますのは、ド

ラマを高知県の県民がこぞって、愛して盛り上げてくれているとか、あるいはいろんな

ロケなんかをするについても、協力をしてくれている、おもてなしをしてくれている、

というところは何か粋に感じたみたいなことを言っていただきまして、そうしたところ

がご当人は元よりでありますけども、制作に携わるような方々みんなに少しずつ、伝播

しているということではないかなというふうに思っていまして、そういうご縁はぜひ大

切にして、今回もいろんな形でバックアップをさせていただくということで、高知県も

一緒に盛り上がっていくというような、ウインウインの関係がまた築けたらいいなとい

うふうに思っております。 

 

 

○司会 

そのほかございますでしょうか。よろしいでしょうか。それでは、これで質疑応答の

時間を終了したいと思います。本日はどうもありがとうございました。以上をもって終

了とさせてていただきます。


